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公
演
前

要
請
行
動

聴
衆

三
月
十
八
日

今
ま
で

に
な
か

た
取
組
み
と
し

て

新
国
立
劇
場

ラ
イ

ン
の
黄
金

公
演
前
の
宣

伝
行
動
と

新
国
運
営
財

団

以
下

財
団

に
対

す
る
要
請
を
行
な

た

当
日
は
音
楽
ユ
ニ
オ
ン

や
M
I
C

東
京
争
議

団

公
務
公
共
一
般
な
ど

の
仲
間
が
数
多
く
駆
け
つ

け

五
百
枚
の
ビ
ラ
は
三

十
分
ほ
ど
で
ま
き
終
え
る

こ
と
が
で
き
た

劇
場
に
集
ま
る
聴
衆
の

皆
様
に

新
国
立
劇
場
合

唱
団
員
解
雇
事
件
に
つ
い

て
知

て
い
た
だ
き

そ

の
正
常
な
解
決
と

国

立

と
冠
す
る
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
の

世
界
屈
指
を
誇

る
舞
台
機
構
と
は
あ
ま
り

に
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ソ
フ

ト
の
実
態
を
訴
え
る
我
々

の
目
的
は
あ
る
程
度

達

せ
ら
れ
た
と
言
え
よ
う

そ
の
後

楽
屋
口
に
よ

る
対
応
で
は
な
く

公
演

中
の
演
奏
が
聞
こ
え
る
部

屋
に
招
き
入
れ
ら
れ
た
要

請
団
は

財
団
の
田
栗
課

長
に
対
し

団
体
交
渉
に

応
じ
る
よ
う
申
入
れ
書
を

手
渡
す
と
と
も
に

今
後

の
財
団
側
の
誠
実
な
対
応

を
改
め
て
強
く
訴
え
た

公
演
前
の
ビ
ラ
ま
き
と

要
請
は

今
後
も
行
う
予

定
で
あ
る

全
国
本
部

安
西
康
高

三
月
二
十
日

大
阪
シ

ン
フ

ニ
カ

交
響
楽
団

の
東
京
公
演
が

す
み
だ

ト
リ
フ

ニ

ホ

ル
で

開
催
さ
れ
た

そ
の
開
演
前
に

入
場

者
に
対
し

現
在

中
央

労
働
委
員
会
で
係
争
中
の

問
題
に
関
す
る
ビ
ラ
ま
き

が
行
わ
れ
た

こ
れ
は

打
楽
器
奏
者

の
花
石
眞
人
氏
に
対
す
る

降
格
処
分
を
不
当
労
働
行

為
と
し
て

大
阪
府
労
働

委
員
会
に
救
済
を
申
し
立

て
て
い
た
事
件
で
あ
る

が

本
年
一
月
二
十
九
日

に
府
労
委
か
ら
完
全
勝
利

命
令
が
出
さ
れ
た

し
か
し

財
団
法
人
大

阪
シ
ン
フ

ニ
カ

協
会

は

二
月
九
日
に
再
審
申

し
立
て
を
行
な

て
お

り

今
後
は
中
央
労
働
委

員
会
で
こ
の
争
議
が
継
続

さ
れ
る
こ
と
と
な

た

闘
い
の
舞
台
が
東
京
の

中
労
委
に
移

た
こ
と
も

あ
り

東
京
公
演
の
聴
衆

に
こ
の
問
題
を
知

て
も

東
京
公
演

聴
衆

訴

闘

中
労
委

ら
い
た
い
と

ユ
ニ
オ
ン

大
阪
シ
ン
フ

ニ
カ

か

ら
の
要
請
に
応
え

関
東

地
本
か
ら
役
員
四
名
と
関

東
オ

ケ
ス
ト
ラ
会
議
か

ら
五
名
が

ビ
ラ
ま
き
に

参
加
し
た

当
事
者
で
あ
る
花
石
氏

の
他

燕
尾
服
な
ど
本
番

の
ス
テ

ジ
衣
装
を
身
に

ま
と

た
ユ
ニ
オ
ン
大
阪

シ
ン
フ

ニ
カ

の
メ
ン

バ

も
参
加
し
て

入
場

者
に
積
極
的
に
訴
え
か
け

な
が
ら

約
四
百
枚
の
ビ

ラ
を
撒
い
た

関
東
地
本

高
倉
理
実

大
阪

降
格
処
分
問
題

新
国
立
劇
場
合
唱
団
員
解
雇
事
件

民
放

基
準
演
奏
料

演奏者受取額
局支払額拘束時間

消費税額消費税抜手取額消費税込手取額
90116,21917,12020,700hr
1,27923,03124,31029,394hr
1,65729,83331,49038,088hr
2,01736,32338,34046,368hr
2,37742,80345,18054,648hr
2,73849,29252,03062,928hr
3,09855,78258,88071,208hr
3,45862,26265,72079,488hr
3,81968,75172,57087,768hr
4,17975,23179,41096,048hr
4,54081,72086,260104,328hr

民放キー5社／’0９年度基準演奏料（ミニマム・スケール）

●在京民放キー5社との合意
）当初2時間、局支払税込額20,700円 税込演奏料総額18,922円
（源泉税＜10％＞1,712円、消費税＜ ％＞901円）
）2時間以降4時間迄は1時間毎に42％増、5時間以降は40％増
）2009年4月1日から実施

レコード協会／’0９年度基準演奏料（ミニマム・スケール）

◆基準演奏料（ミニマム・スケール）
曲 時間を要する録音の場合を標準として、演奏者（声楽を含む）に支

払われる演奏料は楽器の種類にかかわらず次のとおりとする。
演奏料 , 円（消費税込総額 , 円）
演演奏者手取額 ,演奏者手取額 , 円円

◆ 動き 曲の割増料
動き 曲割増料 , 円（消費税込総額 ， 円）
演演奏者手取額 1,161演奏者手取額 1,161円円
この割増料は、基準演奏料（ミニマム・スケール）の演奏者（声楽を含む）及び、
そのランクがこの金額に満たないものに適用する。
割増料込演奏料 , 円（消費税込総額 , 円）
演演奏者手取額 ,演奏者手取額 , 円円

◆チェロ、コントラバスの運搬料
チェロ運搬料 , 円（消費税込総額 , 円）
演演奏者手取額 ,演奏者手取額 , 円円
コントラバス運搬料 , 円（消費税込総額 , 円）
演演奏者手取額 ,演奏者手取額 , 円円
年 月 日から実施

NHKの「ランク」基準出演料（ミニマム・スケール）
拘束時間 映像なし映像あり映像なし映像あり

手取額税込額手取額税込額手取額税込額手取額税込額
17,19019,10017,64019,60016,29018,10016,74018,600hr
24,06626,74024,69627,44022,80625,34023,43626,040hr
30,94234,38031,75235,28029,32232,58030,13233,480hr
37,81842,02038,80843,12035,83839,82036,82840,920hr
44,69449,66045,86450,96042,35447,06043,52448,360hr
51,57057,30052,92058,80048,87054,30050,22055,800hr
58,44664,94059,97666,64055,38661,54056,91663,240hr
65,32272,58067,03274,48061,90268,78063,61270,680hr
72,19880,22074,08882,32068,41876,02070,30878,120hr
79,07487,86081,14490,16074,93483,26077,00485,560hr
85,95095,50088,20098,00081,45090,50083,70093,000hr

ＮＨＫ ’0９年度基準演奏料（ミニマム・スケール）

（単位：円）

200９年度

年 月 日から実施

／

年
度
の
全
国
評

議
員
会
は

今
年
も
会
議

を
招
集
せ
ず

書
面
決
議

三
月
二
十
三
日
発
送

を
実
施
し
た

全
国
本
部
運
営
委
員
会

は

提
案
一

音
楽
ユ
ニ

オ
ン
二
〇
〇
九
年
春
闘
方

針
大
綱

案

音
楽
人

通
信
三
月
号
参
照

提

案
二

第
二
十
九
回
定
期

全
国
大
会
の
代
議
員
定
数

を
八
十
五
名
に
一
名

端

数
切
り
上
げ

の
二
つ
を

提
案
し

い
ず
れ
も
承
認

春闘方針大綱案と
定期全国大会

代議員定数を可決

全国評議員全国評議員会会

一
向
に
回
復
の
兆
し
を

見
せ
な
い
経
済
不
況
の

中

今
年
度
の
基
準
演
奏

料

ミ
ニ
マ
ム
・
ス
ケ

ル

交
渉
は

レ
コ

ド

に
お
け
る
チ

ロ
と
コ
ン

ト
ラ
バ
ス
の
運
搬
料
の
み

若
干
引
上
げ
ら
れ
た
他

は

Ｎ
Ｈ
Ｋ

民
放

レ

コ

ド
い
ず
れ
も
基
準
演

奏
料
の
据
え
置
き
が
決
定

し
たＮ

Ｈ
Ｋ
と
は
合
理
的
な

演
奏
料
体
系
構
築
に
向
け

て
の
意
見
交
換
を
数
年
来

続
け
て
い
る
が

未
だ
意

見
の
一
致
を
み
な
い

こ
れ
は
基
準
演
奏
料
交

渉
と
は
別
に
続
け
ら
れ
て

い
る
も
の
だ
が

従
来
の

番
組
単
位
で
の
演
奏
料
体

系
に
実
質
拘
束
時
間
を
含

め
た
体
系
を
組
み
込
も
う

と
す
る
も
の
で
あ
り

ユ

ニ
オ
ン
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
主
張

は
な
か
な
か
噛
み
合
わ
な

い
が

演
奏
実
態
に
合
わ

せ
た
着
地
点
を
見
出
す
必

要
が
あ
る

民
放
と
は
再
放
送
料

番
組
リ
ピ

ト

の
明

確
な
支
払
い
ル

ル
作
り

の
た
め
の
協
力
を
求
め

話
合
い
を
続
け
て
い
る

こ
れ
に
対
し
民
放
各
局

の
対
応
に
は
若
干
の
違
い

が
あ
り

充
分
な
実
態
調

査
が
不
可
欠
で
あ
る
が

現
行
著
作
権
法
の
盲
点
を

突
い
て
い
る
よ
う
な
や
り

方
は
納
得
で
き
な
い

制
作
主
体
が
放
送
局
で

あ
れ
外
部
制
作
会
社
で
あ

れ

制
作
さ
れ
る
の
は
同

基
準
演
奏
料

改
定
交
渉

結
果

さ
れ
た

提
案
一
は
賛
成
十
五

反
対

総
数
十
五

一
評
議
員
か
ら
加
筆
・

修
正
が
提
出
さ
れ
た
が

方
針
の
主
旨
に
沿

た
も

の
と
判
断
し

運
営
委
員

会
で
再
検
討
し

春
闘
方

針
大
綱
を
確
定
し
た

提
案
二
は
賛
成
十
四

反
対
一

総
数
十
五

代
議
員
定
数
は
四
月
末

締
め
の
会
員
現
況
統
計
の

有
資
格
者
で
決
定
す
る

な
お

第
二
十
九
回
定

期
全
国
大
会
は
八
月
一

日

二
日
に
開
催
す
る

詳
細
は
大
会
告
示
参
照

全
国
評
議
員

二
十
名

関
東

十
名

関
西

四

名

中
部

二
名

北
海

道

中
四
国

東
北

九

州

各
一
名

投
票
数

十
五
票

全
国
本
部

竹
谷
弘
樹

上記金額に消費税は含まれておりません（単位：円）

様
の
放
送
番
組
で
あ
り

見
か
け
上

制
作
主
体
が

変
更
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

演
奏
家
の
権
利
そ
の
も
の

が
消
滅
す
る
よ
う
で
は

安
心
し
て
仕
事
も
で
き
な

い
と
主
張
し
続
け
る

日
本
レ
コ

ド
協
会
と

の
交
渉
は

例
年
の
通
り

難
航
し
た

結
局

ミ
ニ

マ
ム
は
据
え
置
き
で

チ

ロ
と
コ
ン
ト
ラ
バ
ス
の

運
搬
料
が
若
干
引
上
げ
と

な

た
楽
器
運
搬
料
は

一
仕

事
一
回
分
の
た
め

消
費

税
込
み
で
切
り
の
よ
い
額

と
な
る
よ
う
工
夫
し
た
も

の
だ

東
京
音
楽
事
業
者

連
盟
に
は
連
絡
済
み
で

五
月
一
日
実
施
と
な

て

い
る全

国
本
部

篠
原
猛


